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３ はじめの言葉 

 
 
４ 合理化／省力化追求で 

今も残る負の遺産                 田原文夫 

先駆的にコンピュータ化された金融機関でも 15:00 になるとシャッターを降ろし、その

日の営業活動を停止していた時期があった。かたくなに、従前の営業時間に固執していた

のだ。これも、コンピュータ化の本質が従前の人手作業の単純機械化だったという実態を

表していた。しかしコンピュータ化の内容がさらに複合化高度化する過程で、仕事の中身

を理解し、考えを及ばせるという本質を失ってきた。それが高じて、真の情報処理は人間

がするものだという基本認識すら希薄になってきている。非常に危険な「コンピュータ神

話時代」が再現されてきているようだ。 
 
 

１１ 情報社会を考える その４５ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

農業と農協の自由化 

どこまで本気なのかはわからないが、TPP 交渉が難航している中、「断固として日本農

業を守る」という政治公約を掲げて勝利した安倍政権は、農業団体を意識しての農業協同

組合（農協）改革をもって、国民の支持を得ようとしているようだ。まさに、かつての小

泉政権の断行した郵政民営化にならってのものとも思われるが、果たしてその行方に二匹

目のドジョウはいるのか、その真の狙いはいかに。回りくどい言い方はせずに言うが、そ

れほど、本気ではないだろうと思われる。また安倍政権にそれほどの熱意も本気もないだ

ろう。そもそもが、小泉郵政改革も、小泉氏の思い入れであったように見せかけられてい

たが、それはアメリカの年次要望だった。その意味で、郵政改革同様、農政改革もアメリ

カの年次要望になっているとみられるが、今現在の情勢からすると、アメリカからの圧力

は「さほどでもない」という見方もある。 
 
 
１３ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 40        水田 浩 

オープンガバメント OG 6  工業化社会をデジタル化する 
社会全体が工業社会から情報社会に移る第一段階ではICT（情報通信技術）が個々の組

織の効率化のために、それぞれが独立して導入され、第二段階では工業社会の組織はそ

のままにして組織間をICTで統合してゆく。社会全体を情報社会に変える準備段階である。
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第一段階での最初のデジタル化運動が 1994 年から世界規模で行われたCALS運動であっ

た。そして次に行われたのが電子政府運動であった。 
 
１９ 連載 アーキテクチャ論 （38） 

ArchiMate テクノロジー層の保証手法         山本修一郎       

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

本連載では、オープングループのアーキテクチャ記述言語である Archimate[1]（アーキ

メイト）の 3 階層モデルを紹介した。階層には、ビジネス層、アプリケーション層、テク

ノロジー層がある。この階層ごとに保証方法を構成できる。本稿では、ディペンダビリテ

ィケースを用いて、テクノロジー層モデルの妥当性を保証する手法について考察する。ま

た、メタモデルに対する保証ケースを作成することにより、モデルに対する保証ケースの

参照パターンを定義することができることを紹介する。 
 
 
３１ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第５６回 ２０４５年、AI ロボットが 

人間の知性を凌駕する？       根本忠明 

気がついてみると、我々の身の回りにロボットという用語が氾濫している。このロボッ

トは人間を支援するだけでなく、人間の能力を凌駕する AI（人工知能）も登場し、レイ・

カーツワイルの「2045 年に AI が人間の知性を超える」が、現実味を帯びてきている。今

回は、この話題を中心に、人間とロボットのあり方を、考えてみることにしたい。 
 

 

３４ 続インテリジェンスへのいざない 53 

マスコミ前線の異常 

試されるインテリジェンス             今井 武 

大手マスコミ紙誌／テレビによる横並び報道は、衆知の通りである。記者が、あるいは

デスクが、いかに己の責任と度胸、そして何といって良心に基づいた記事を書いていない

かの証左だと言われてきている。ところが、そんな「報道前線に異常有り」を感じさせる

アンケート調査結果、世論分析が登場している。極端な場合、同じ案件でありながら、真

逆／正反対の世論調査結果が分析報告されている事例もあるようだ。果たしてこの現象、

マスコミ紙誌が真の報道精神を取り戻し、襟を正そうとしているのか、それとも、真逆／

正反対に、時の権力に恥も外聞も取り払って擦り寄ろうとしているのか。読み手／受け手

のインテリジェンスが試されようとしている。 
 

 

３７ 一味違うウェブ検索 

  第四十四話 資料の読み方・探し方（２）    ぐぅのうぇぶへい 

今回は、前回に引き続き、調べる資料の読み方・探し方について説明する。それは、①

資料に書かれている内容を正しく読み取る、②資料に書かれていない内容を調べる、③資

料から意外性のある情報を発見しプラスαを加味した内容に仕立てる、の 3 つである。 
 

３９ 連載 四字熟語力トレーニング           すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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